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１． はじめに
  最近，⾹川県のヒノキ⼈⼯林において⽣⽴⽊に腐朽を起こす被害（写
真１）が発⽣し，その拡⼤が⾮常に懸念されている。腐朽⽊では，腐朽部
が地上から１．７mに達し，地際部横断⾯における腐朽部の占有⾯積割合
が約３０％以上になることがあるため，将来材価に影響することが必⾄で
ある。本病害はほとんど知られていない病害であるため，早急な対応が森
林所有者から求められている。そこで，ヒノキ根株腐朽病の病原菌の種，
被害実態，感染経路，伝染様式，被害⽊分布と⽴地条件との関係を解明
し，本病害に対する被害回避技術を開発することを⽬的として研究を⾏っ
た。
 
２． 被害実態調査と⼦実体探索
  被害実態調査の結果，被害⽊には地際部局辺の樹⽪上や，ニホンジカ
の剥⽪害（以下，剥⽪害）によって露出した材の周辺に⽩⾊菌⽷体が⾒ら
れた。また，⽩⾊菌⽷体が観察された間伐⽊は腐朽していた。被害本数率
は，２９年⽣で３３．３％，３０年⽣で５８．４％，３４年⽣で１００％
であった。全ての被害⽊は，地際部に腐朽が認められた。ただし，これら
の被害⽊の中で剥⽪害を受けていたものの割合は８％にすぎなかった。
  被害⽊では辺材部と⼼材部に腐朽が認められた。材の変⾊部は褐⾊〜
暗褐⾊を帯び，腐朽部は淡褐⾊〜褐⾊で，年輪に沿って同⼼円状に腐朽し
ていた。腐朽した材は，荒い繊維状，繊維状あるいはスポンジ状になって
いた。
  剥⽪害が認められなかった被害⽊では腐朽⾼の最⼤が１．９mであっ
た。⼀⽅，剥⽪害が認められた被害⽊のそれは２．６mで⼤きい値を⽰し
た。
  ⼦実体を探索した結果，キンイロアナタケが切り株（写真２）や伐り
捨て間伐⽊上で発⾒された。
 
３． 菌類の分離試験，分離菌の接種試験，腐朽試験
  被害⽊や⽩⾊菌⽷体から菌類を分離した結果，かすがい連結のある菌
⽷と繊維状菌⽷を有する担⼦菌類が⾼頻度で分離された。キンイロアナタ
ケの⼦実体から分離培養した菌株と⽐較した結果，菌叢の形態と菌⽷の形
態的特徴が⼀致したため，これらの菌株をキンイロアナタケと同定した。
  菌株の接種によって⽣じた材の変⾊は，淡褐⾊〜褐⾊，横断⾯で紡錘
形，軸⽅向に⼤きく拡⼤していた。対照として菌株を接種していないもの
では褐⾊の変⾊が⾒られたが，その⼤きさは菌株を接種したものに⽐べて
⼩さかった。再分離試験の結果，菌株の接種によって⽣じた変⾊部からキ
ンイロアナタケが⾼頻度で分離された。以上の結果から，キンイロアナタ
ケのヒノキ⽣⽴⽊に対する病原性が明らかになった。
  腐朽試験の結果，菌株の接種によってスギやヒノキの辺材と⼼材の材
⽚は，すべて重量減少を⽰した。この結果から，キンイロアナタケはス
ギ・ヒノキ材⽚に対する腐朽⼒があると判断された。
 
４． ⼟壌調査，根の掘り取り調査，対峙培養
  被害地の⼟壌は粘⼟質であり，⼟壌の厚さは薄いところがほとんどで
あった。Ａ層は調査地域全域にわたり，７〜８cm程度であり，表層⼟壌の
含⽔率は場所によってほとんど変化しなかった。⼀⽅，Ｂ層は⾕部で薄い
傾向を⽰した。Ｂ層の容積重は１．０Mgm-3以上と⾼く，気相率は３０％
以下と低かった。根系の分布はＡ層に集中し，Ｂ２層以下にはほとんど認
められなかった。
  掘り取り調査の結果，地際部に腐朽が認められた被害⽊は，すべて根
に腐朽が認められた。根株の腐朽部に認められたキンイロアナタケの菌⽷
体は，接触する根を通じて，その隣の⽣⽴⽊の根に広がっていることが確
認された。Ｂ層に侵⼊した根は，⽣育不良や根腐れを起こし，根腐れ部か
ら根の材部の腐朽が発⽣していた。

（右上へ）

写真１． ヒノキ根株腐朽病被害⽊の横断⾯

写真２． 切り株上で発⾒されたキンイロアナタケの⼦実体

  以上の結果から，被害地では⼟壌の通気性が悪く，粘⼟質のＢ層にお
いて根腐れが起こりやすく，その部位より病原菌が侵⼊した後，根の材部
が腐朽することが明らかになった。対峙培養の結果，腐朽が認められた切
り株の腐朽部から分離された菌株とその隣の間伐⽊の根や幹の腐朽部から
分離された菌株の組み合わせでは，帯線が形成されず，両者の菌株は同じ
クローンの可能性が⾼いと考えられた。また，間伐⽊とその周辺の間伐⽊
の根や幹の腐朽部から分離された菌株間の組み合わせでクローンの同⼀性
を調査した結果，いくつかのクローンが林内に存在し，それぞれのクロー
ンは広範囲に分布していると判断された。これらの結果と根の掘り取り調
査から，接触する根を通じて病原菌の菌⽷体が腐朽した切り株の根から隣
の⽣⽴⽊の根に伝染すると判断された。
 
５． おわりに
  本研究の結果，⾹川県に発⽣したヒノキ根株腐朽被害は，キンイロア
ナタケによるヒノキ根株腐朽病であることが明らかになった。また，病原
菌の感染経路の⼀部が明らかになり，病原菌の伝染様式を推察することが
できた。しかし，本病の被害実態，被害分布，感染経路，伝染様式につい
ては必ずしも⼗分明らかになっていないため，今後の重要な研究課題であ
ると考えている。
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